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研究成果の概要（和文）：中小企業である（株）三技協において、「失敗からの学び」の典型的なプロジェクト
である反省塾に関して定点観測を行った。その結果、気づきに必要な失敗の共有は不利益を被ることもあり、心
理的にネガティブに感じる一方で、自己決定論に基づく知識共有行動の動機付け、すなわち、自律性とコンピテ
ンシーが共有意欲を促進するという仮説を見出した。別の企業のケースでは、作業上の視線の動きにおける新人
とベテランの差異を明確化した。その結果、新人にとってのメタ認知は自らのバイアスを自覚する気づきの契機
となり、育成のためには動作マニュアルでは不十分であること、そしてベテランとの動的なギャップの深淵が不
可欠であることを示した。

研究成果の概要（英文）：Through a fixed-point observation with Sangikyo Corporation, a typical 
project of "learning from failure", showed that while sharing failure is necessary for awareness but
 it can be psychologically negative in realty. We hypothesized that motivation for knowledge-sharing
 behavior shall be based on self-determination theory, i.e., autonomy and competence that promote 
the willingness to share. 
In other companies'cases, we focued on the differences between beginners and experienced workers by 
means of eye tracking system, when it comes to manufacturing at afctory plant. The results showed 
that metacognition for the beginners becomes an opportunity for awareness of their own biases that 
is a key success factors to improve his/her capability, Finally we found a dynamic gaps between 
beginners and experied workers is essential for skill transfer,and an operational manual is not the 
only way for one's improvement.

研究分野：認知科学、知能情報
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義としては、知識マネジメントの領域では、失敗からの学びを共有する環境を、ファイル共有などのIT
の面だけではなく、自律性などの概念を含む自己決定理論を踏まえた動機付けに焦点をあてることの意義を見出
した。また、認知科学の視点でいえば、自らがバイアスにかかっていることに気づくことが、自己の成長につな
がることを示した。
社会的意義としては、コロナ禍の影響に苦しむ中小企業にとって、失敗からの学びや自己の再発見といったソフ
トの改善は、時間がかかるもののハードよりコストはかからない。こうした経営資源の限られた中小企業にとっ
て、人的資源の質的向上に寄与するものと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
我が国の中小企業の景況感は改善傾向にあるものの、大企業との労働生産性の格差は拡大傾向
にある。このため、改善活動や創意工夫などにより労働生産性を高める人材確保が求められてい
る。しかしながら、現実にはそういった人材を育成するには程遠い状況である。研究面でも、こ
れまでのスキル創造支援の研究においては特定のスポーツや演奏などの身体全体の使い方に重
点がおかれている。また、創造活動支援においては特定の分野での発想支援が中心であり、本研
究のような基礎的な「気づき」そのものに特化してはいない。 
中小企業はルーチン化しがちな業務受託の中でも、「おや、ここに工夫の余地があるのではない
か」と気づき、そして創意工夫を凝らす提案をしていくことでまだまだ成長の余地があるはずで
ある。IT ツールを活用した学習支援システムの提案は多くの研究でなされているものの、一般
に創造活動支援システムの評価は、統計学的に有意な差を示し得る段階には至っていない。こう
した環境面・学術面での状況が研究開始当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
 
これまでに実施してきた創造活動支援システムや失敗からの学びの研究を発展させ推し進めて
きた成果を踏まえ、中小企業の現場において、創意工夫をもたらす「気づき」能力を育成する方
法を考案すること。 
 
３．研究の方法 
 
人材育成に悩む中小企業をターゲットにして、「気づき」能力の向上→作業現場での創意工夫

→労働生産性向上、のメカニズムの解明をする。このために、研究協力企業の現場の業務に関す
るインタビューと先行研究に基づき、仮説モデル（理論的構成要素枠組み）を構築する。次に仮
説モデルの各要素間の関係を分析するためにアンケート調査を実施し、同モデルを改良してゆ
く。主に共分散構造分析を用いた分析により情報活用のあり方や組織学習といった観点でモデ
ルを構築し、考察していく。 
次に、「気づき」能力の向上に資する人材育成法につなげるため、Tobii Technology のツール

と開発済のツールを併用して、視線計測を実施する。現場では作業が伴うために、動画再生の機
能に加え、ポイントでのヒートマップや視線順序の機能に着目して分析を試みた。方法としては、
新人とベテラン、或いはデザイナーなどの作り手と使い手や消費者といった対比分析を行うよ
うにする。 

人材育成においてのアンケートデータや視線計測データを記録し、長期にわたる効果を把握
するため、研究期間を超えて数年間にわたり継続観測する。 
 
４．研究成果 
 
中小企業の対象として通信事業

者である（株）三技協とは長く定点
観測をさせていただきながら、「失
敗からの学び」の典型的なプロジ
ェクトである反省塾に関してこれ
までの蓄積データから、より深く
分析と考察を重ねた。第一に、失敗
を共有する内発的動機付けに与え
る要素を分析した。知識共有すれ
ば自らは不利益を被ることもあ
り、心理的にネガティブに感じる
一方で、自己決定論に基づく知識
共有行動の動機付け、すなわち、自
律性とコンピテンシーが共有意欲
を促進するという仮説をたてた。
右図の H6 以外は有意であり、この
関連性について考察した（IEEM 
2021 年 12 月）。 
 
 
 



第二に、反省塾で活用されていたサイ
バーマニュアルについては知識マネジ
メントの中核ツールであり、このコン
ピューターを利用した組織記憶によ
り、かえって組織的な一員としての記
憶（組織的記憶）を弱めるものか強化す
るものなのかどうか、を考察した。コン
ピュータは直接的に組織記憶を強化す
るのではなく、組織的なアチーブメン
トがコンピュータを活用するルーチン
により組織力を高める可能性があるこ
とを示した。右図では、仮説 1 以外は有
意であった旨判明し、考察した。
（IEEM2021 年 12 月） 
 
第三に、反省塾においてはある意味「創造性」に対しては遠い概念のよう感じるものの、その可
能性に光をあてて、反省することで何かアイデア出しのような創造的な活動につながるのかの
考察を行った（IEEM 2021年 12 月）。 
 

視線計測に関しては、上記とは別のタイプの中小
企業である複数の陶芸家に向けてテーマに取り
組み、陶芸家とその弟子である見習いとの間の取
り組みの差異を明らかにしてきた IEEM2021 年 12
月）。このほか、日本パイプシステム株式会社のご
協力を得て、プレス加工や検査の技能育成に向け
て実験を重ねて、新人とベテランの差異分析を行
った。左図は、ベテランがプレス機に向かい、作
業直前の視線順序を示したものである。図から判
明したことは、新人は自分の関心事項や懸念事項
にどうしても目がいってしまうが、ベテランはし
っかりと順序を事前確認していることである。こ
うして可視化することで、人材育成につながって
い く こ と を 考 察 し た (The Review of 
Socionetwork Strategies 2022 年 5 月)。 

 

 

研究成果の全体を総括すれば、情報の取り扱い等のさまざまな側面にもとづきモデル化の検証

を試み、その際には一貫して組織学習に立脚し、仮説モデルに関して一定の成果を上げた。視線

計測に関しては、ツール開発だけでは期間的に間に合わない状況であったため Tobii のソフト

も併用し分析を試みた。基本的にはベテランと新人の視線対比分析を中心に据えたところ、明確

な差異がみられ、特に新人は本来着目すべきところに注意が払われないことが明白となった。育

成法に関しては、バイアスがよぎる心理的な抵抗を如何に抑制するかも重要なポイントである

ことがわかってきた。このため、実験で得られた教訓に対し、今後も定点観測を続けて育成の成

果を評価していくことに軸足をおくことにしたい。 
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